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本事業は、光と磁性薬剤を組み合わせた新しいがん治療・診断技術の開発を目指すものである。細胞

障害を起こさない程度の「光（紫外線〜可視光〜近赤外線）」を用いた治療や診断は非侵襲的で安全だ

が、生体深部への光の到達が難しいという課題がある。その問題を解決するために、イルミメディカル

は、血管を経由して光を組織に届ける新しい技術  ET-BLIT（Endovascular Therapy-Based Light 
Illumination Technology）システムを確立し、安全かつ高効率に光照射が可能であることを示した 1。こ

の ET-BLIT と JSR が開発した磁性薬剤を組み合わせることで、がんの新しい治療を提供することを

目指す。
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今後の展開や産業利用 

• 深部光照射デバイスの開発

• 磁性薬剤が抗原特異的に集積した腫瘍への光照射による、近赤外光線免疫療法と光温熱効果に

よるがん治療

• MRI 診断と治療を同時に実現
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